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1. アルテミス計画のアーキテクチャ

 輸送要素

 拠点活動要素

2. 各開発要素の開発状況

 Gatewayと輸送要素

 月面活動拠点要素

参考

別表：アルテミス計画の各要素の開発状況（一覧表）
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はじめに

 米国が提案する国際宇宙探査（アルテミス計画）に関し、2019年10月に日本は参画方

針を決定し、具体的な協力内容を調整しているところ。

 また、アルテミス計画の一部である月周回有人拠点（Gateway）に関しては、欧州、カ

ナダ、日本がそれぞれ米国との間で2020年12月末までに了解覚書（MOU）に締結し、

MOUに基づく要素の開発（基本設計）を開始している。

 上記の進捗のもと、月周回及び月面ミッションの国際的な分担及び開発の状況につい

て報告する。

【構成】



HERACLES

有人輸送

貨物輸送
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① Gateway Logistics Supply(GLS、物資補給)

(月周回有人拠点Gateway)

② Space Launch System (SLS)

③Orion(有人宇宙船)

⑤ 月面物資補給

（CLPS等）
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④ 有人月離着陸船

(HLS、再使用、有人輸送)

(月面有人活動拠点Artemis Base Camp)

【凡例】 青字：開発着手（担当機関確定）、黄字： 構想検討中

１．アルテミス計画のアーキテクチャ (1/2) 【輸送要素】
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⑩有人与圧ローバ

⑪月面居住棟

⑫電源プラント

⑬燃料プラント

④有人月離着陸機

⑥月周回有人拠点

（Gateway）

⑧無人探査

ローバ

⑨有人非与圧ローバ

⑦船外活動システム(xEMU)

2022年NASA Budget Request Summaryより

https://www.nasa.gov/sites/default/files/atoms/files/fy2022_budget_summary.pdf

１． アルテミス計画のアーキテクチャ (2/2) 【拠点活動要素】

【凡例】 青字：開発着手（担当機関確定）、黄字： 構想検討中
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 アルテミス計画のアーキテクチャは、拠点活動要素と輸送要素から構成される。

 各要素は、Gateway参加各極にて分担し、開発を進めている。

＜拠点活動要素（Gateway月周回有人拠点）＞

(1) PPE（電力・推進系＋対地球通信系＋ペイロード搭載） 米

(2) HALO（初期居住機能＋ペイロード搭載） 米/日/欧/

(3) I-Hab（国際居住棟：居住機能＋ペイロード搭載） 米/欧/日

(4) ESPRIT-RM（燃料補給系＋クルー用窓） 米/欧

(5) Canada Arm3（ロボットアーム） 加

(6) エアロック（クルー用＋物資用） 米

＜輸送要素＞

(8) 有人月離着陸船 米

(9) SLS（Space Launch System） 米

(9) Orion（オライオン有人宇宙船） 米/欧

(7)(10) 物資補給モジュール 米/日
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２．各開発要素の開発状況 (1/3) 【Gatewayと輸送要素】

※(1)~(10)の各番号は、P.5、P.7に対応



Airlock
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２．各開発要素の開発状況 (2/3) 【Gatewayと輸送要素】

PPE （電力・推進系＋対地球通信系＋ペイロード搭載）

 2024年打上げ目標でMAXAR社が開発(HALOと同時打上げ）

 基本設計を実施中

(1)

I-Hab（国際居住棟：居住機能＋ペイロード搭載)
 2025年打上げ目標、ESA/TASIが

インテグレーションを担当。 基本設計を実施中

 JAXAは生命維持機能(ECLSS)や冷媒循環ポンプ、バッテリ、

映像機器の提供。年度内に基本設計に移行予定。

(3)

HALO（初期居住機能＋ペイロー

ド搭載）

 2024年打上げ目標でNG社が開発

 NG社がPPEとの地上組み立てを担当、SpaceX社が打ち上げ(Falcon Heavy)
 打上げ後10~12ヶ月かけて、PPEの電気

推進系でNRHO軌道へ遷移予定

 詳細設計を実施中

 GOJ:バッテリー,ESA:GW/月面間通信シス

テム, CSA:ロボティクスI/Fを搭載

(2)

ESPRIT-RM（燃料補給系＋クルー用窓）

 2027年打上げ目標で、ESAが開発

 システム要求を設定中

(4)
物資補給モジュール(NASA/JAXA)
 NASAは最初の補給サービス（GLS）業者とし

て、SpaceX社を選定(2020/3)。但し初回ミッシ

ョンの製作開始指示は未発出(2021.4)
 JAXAは打上げ機と物資補給（HTV-XG）の形

態オプションを検討中。HTV-XGは研究開発

フェーズ。

(10)

エアロック（クルー用＋物資用）

 2028年打上げ目指し、NASAがモジュー

ル形態を検討中。

(6)

Orion（オライオン有人宇宙船）

 ARTEMIS-1用のSLS/Orion
（ESA提供のサービスモジュール含む）の

全ての機器がKSCで組立作業中。

 2021年11月の初飛行に向けて準備中

SLS（Space Launch System）

 超大型ロケット(低軌道に100トン強)、2021年テスト飛行予定

 主契約者ボーイング社(9)

Canada Arm 3（ロボットアーム)
 2026年打上げ目標、CSA/MDA社が開

発。

 各モジュールに装備されるロボティク

ス用インタフェース機器（アーム把持

点、ペイロード取付I/F）を提供

(5)
有人月離着陸船（NASA)
 初回の月着陸船開発業者としてSpaceXを選定(2021/4)。但しGateway

には係留されない可能性あり

 他参加社から選定に対して抗議あり(2021/4)。協議中。

 持続的月面ミッションに向けて、再利

用・Gateway係留型の月離着陸船の

調達にかかるRFIを発出(2021/4)

(8)

モジュール等
【凡例】 輸送手段※(1)~(10)の各番号は、P.4、P.7に対応

(7)



6

)

⑧無人探査ローバ

 月面資源の探索と利用実証

 NASAは、2024年有人着陸に

先立ち、月極域探査ローバ（

VIPER）で月極域の水氷探査

（2023年後半打上げ予定）

 ゴルフカート大、運用期間100

日予定Astrobotic社が輸送を

担当

⑨有人非与圧ローバ

 宇宙飛行士の月面上移動手段

 NASAが概念検討中

⑦船外活動システム(xEMU)

 月面上(重力下)での船外活動服のシステム

 2023年後半にISS実証予定

 NASAが概念検討中

⑩有人与圧ローバ

 広域の月面探査を支える移動手段。

 JAXAが民間企業及びNASAと検討中。

 2020年代後半の月面展開を目標

⑫電源プラント

 月面インフラに必要な電力の供給

 各極が概念検討中

⑪月面居住棟

 有人滞在拠点(30日~45日程度想定)

 NASAが概念検討中

⑬燃料プラント

 月の資源を利用し、燃料を生成（持続的な探査活動へ）

 各極が概念検討中

２．各開発要素の開発状況 (3/3) 【月面活動拠点要素】

2022年NASA Budget Request Summaryより

https://www.nasa.gov/sites/default/files/atoms/files/fy2022_budget_summary.pdf

【凡例】 青字：開発着手（担当機関確定）、黄字： 構想検討中

※各番号は、P.2、P.3に対応
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(1)PPE (2)HALO (3)I-HAB (4)ESPRIT-RM
(5)CanadaArm3

(6)Airlock (7)HTV-XG (8)HLS (9)SLS/Orion (10)GLS （参考）CLPS

外観

機能

電力・推進系、

対地球通信

系、ペイロー

ド搭載

初期居住機

能及びペイ

ロード搭載

国際居住棟

（居住機能、

ペイロード搭

載）

燃料補給系

及びクルー

用窓

Gatewayメン

テナンス、EVA支援/ﾓ
ｼﾞｭｰﾙ配置換

等に使用。ﾘ

ﾓｰﾄ操作

クルー用及び

物資用エア

ロック

HTV-Xを発展

させたGatewayへの

補給機

有人月離着

陸船

（月周回拠点

～月面間）

・超大型ロ

ケット(低軌道

に100トン強)、
・宇宙船：最

大4名

5トンの与圧/曝露貨物

を搭載可能、6~12ヵ月間Gatewayに

係留

NASAが米国企

業から調達す

る、月面への

小型ペイロード

輸送サービス。

打上げ

ロケット

Falcon Heavy Falcon Heavy SLS SLS SLS - TBD - SLS Falcon Heavy ①Vulcan
②③Falcon9

打上げ

時期（目標）

2024 2024 2025 2027 2026 2028 TBD 2024 ①2021/11月

②2023
③2024

TBD ①②2022
③2023

日本の

貢献

- バッテリー 生命維持機

能(ECLSS)、冷

媒循環ﾎﾟﾝﾌﾟ、

ﾊﾞｯﾃﾘ・映像

機器

- - - HTV-XG開発・

提供による物

資補給

- - - -

開発ス

テータス

・Maxar社が

開発

・基本設計

実施中

・NorthropGrumman社

が開発（PPE
との地上組

立も担当）

・詳細設計

実施中

・GOJ:バッテ

リー,ESA:GW/
月面間通信

システム,CSA:ロボティ

クスI/Fを搭載

・PDR実施中

・ESA/TASI社
がインテグ

レーション担

当し、基本設

計を実施中

・ESAが開発、

システム要

求を設定中。

・カナダCSA
及びMDA社

が開発。

・各モジュー

ルに装備さ

れるロボティ

クス用インタ

フェース機器

（アーム把持

点、ペイロー

ド取付I/F）を

提供

2028年打上

げ目指し、NASAがモ

ジュール形態

を検討中。

・HTV-Xは開

発フェーズ、Gateway補給

に向けたHTV-XGは研

究開発フェー

ズ（JAXA）

・米3社により

概念設計中。

・初回月面着

陸(2024年目

標)にSpaceX
社が選定さ

れたが他参

加社から抗

議あり(2021/4)協議

中。

・持続的月面

ミッションに向

け再利用・Gateway係留

型月離着陸

船調達のRFI
発出(2021/4)

・ARTEMIS-1
用のSLS/ Orion（ESA提

供サービスモ

ジュール(SM)
含む）の全機

器がKSCで組

立作業中

・2021年無人

テスト飛行予

定）

・主契約

者:SLSはボー

イング社

（SMは、エア

バスD&S）

・SpaceX社

を初期の輸

送サービス

プロバイダ

として選定(最低2回の

補給)。
・将来的に

は新たな企

業の参入も

あり得る。

・NASAが輸送

ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

候補として複

数社選定。

・2022年初回

輸送はAstrobotic社・Intuitive Machines社が

予定。

①Peregrine (Astrobotic社)
②Nova-C
（IntuitiveMachines社）

③XL-1(Masten
社)

PPEHALO

【参考】 アルテミス計画の各要素の開発状況（一覧表）

PPE/HALOは一体で打上げ

※(1)～(10)の各番号は、P.4、P.5に対応

7


